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趣　旨 
　メインテーマは西瀬戸・大分県で、現在、水辺環境の保全や創造、そして利用に関して積極的、生産的に
考え行動している市民、団体、漁業者をさしています。本フォーラムの目標は、これ等の人々と瀬戸内海研
究会議の研究者そして行政が、瀬戸内海の環境保全と適正な利用に係わって、それぞれの役割と互いの連携
のあり方を討議し、ある種の確認を得ることにあります。 
　前回の“瀬戸内海研究フォーラムin大分”は平成15年、『里海』をメインテーマに開催されました。あれ
から8年　西瀬戸の環境、市民の暮らしや意識等の変化・変遷を考察して、瀬戸内海研究会議が果たした役割
を検証しこれからの指針を得ることも重要な目標です。 

主催：瀬戸内海研究会議 
協賛：瀬戸内海環境保全知事・市長会議、（社）瀬戸内海環境保全協会 
後援：環境省、大分県、大分市、（財）福武学術文化振興財団、大分大学、日本文理大学、別府大学、立命館アジア太平洋大学、 
　　　大分工業高等専門学校、ＮＰＯ法人おおいた水フォーラム、大分合同新聞社、ＮＨＫ大分放送局、ＯＢＳ大分放送、 
　　　ＴＯＳテレビ大分、ＯＡＢ大分朝日放送、エフエム大分　（以上予定） 

詳しくは裏面をご覧ください。 

お申込・お問い合せ先 

瀬戸内海研究会議事務局 

〒651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2 

　　　　　人と防災未来センター東館5階 

　　　　　（社）瀬戸内海環境保全協会内 

　　　　　TEL：078-241-7720　FAX：078-241-7730 

　　　　　http://www.seto.or.jp/kenkyu/ 

　　　　　Ｅ-mail：web＠seto.or.jp

参加料　無　料（定員：200人）　※  資料代　1部  1,000円、懇親会費  4,000円 

特急富士と田ノ浦ビーチ・高崎山 浅海井海岸（豊後二見ケ浦） 
（写真提供：大分県） （写真提供：大分市） 

会場案内図 

アクセス ○ ＪＲ「大分駅」下車　徒歩１０分 
○ バス「大分駅」停留所下車　徒歩１０分 

日　時　平成23年８月18日（木）13：00～18：15 

　　　　　　　　８月19日（金）　9：30～15：30

会　場　コンパルホール 多目的ホール（３階）大分県大分市府内町1－5－38　TEL 097-538-3700 

　　　　懇　親　会：大分センチュリーホテル 桜の間 
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参加申込書 

8月18日（木）13：00～18：15 ８月19日（金）9：30～15：30

懇親会に 
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○ご記入のうえ瀬戸内海研究会議事務局（FAX：078-241-7730 / E-mail：web＠seto.or.jp）に８月８日（月）までにお申込み下さい。 
　（参加証は発行しませんので、お申し込みのうえ当日会場にお越し下さい。） 

※ご提出いただいた個人情報は本事業に関するご連絡のほか、当会議主催事業の情報発信の目的で使用する場合があることをご了承下さい。 

開会　13：00～13：25 

　趣旨説明　運営委員長：川野田實夫 

　　　　　　　　　　　　（大分大学特任教授（全学教育機構）） 

 

第１セッション　13：30～15：30 

　周防灘、豊後水道域にみる管理漁業の歴史と今 

座長：工藤　勝宏（大分大学非常勤講師・元大分県水産試験場長） 

☆多様な海況が生む多様な魚業－大分県漁業の現状と課題－ 

　　坂本　進（大分県農林水産研究指導センター主幹研究員） 

☆大分県沿岸域に分布する魚つき林の歴史的考察と課題 

　　武井　雅宏（大分大学名誉教授） 

☆西瀬戸地域の海の利用とガバナンス 

　　飯沼　賢司（別府大学大学院文学研究科長） 

 

 

第２セッション　15：45～18：15 

　環境保全・創造に関する研究・活動報告 

座長：市原　宏一（大分大学経済学部教授） 
 

 

 

 

 

 

 

瀬戸内海研究会議総会　17：30～18：15 

 

懇親会　18：30～20：00 

　＊会場：大分センチュリーホテル 桜の間 参加料：4,000円 

ポスター発表：ハイブリッド形式（ポスター展示＋口頭発表） 
（ポスター展示は２日間、常時展示） 
＊展示会場：２階市民ギャラリー 

第３セッション　9：30～11：30 

　里海、里地、里山の創造・再生と環境教育 

座長：川野田實夫（大分大学特任教授） 

☆企業は自然を守る礎になれるか！ 

　　　　　　　　　　　　－九重ふるさと自然学校の挑戦－ 

　　寺村　淳（セブンイレブン記念財団九重ふるさと自然学校） 

☆里海、藻場再生・造成の実践　－大分県姫島の場合－ 

　　礒辺　時男（大分県漁業協同組合姫島支店） 

☆大分からトキを日本の大空へ！ 

　－大学と地域との連携が生んだ環境配慮型圃場整備事業－ 

　　杉浦　嘉雄（日本文理大学経済学部教授） 

☆ウミガメを呼び戻した地域づくり －環境保全と住民自治－ 

　　稲生　亨（NPO法人福祉コミュニティKOUZAKI事務局長） 

 

 

第４セッション　12：45～15：15 

　西瀬戸の生物多様性と文化 

座長：松田　治（瀬戸内海研究会議会長） 

☆市民主役の研究が明らかにした中津干潟の生物多様性と文化 

　　足利　由紀子（NPO法人水辺に遊ぶ会理事長） 

☆大分の国際的な役割　 

　　　　　　　 －生物多様性の恵みを未来につなぐために－ 

　　清野　聡子（九州大学工学研究院准教授） 

☆生物多様性と里海 

　　柳　哲雄（九州大学応用力学研究所長） 

 

 

 

総括・ポスター賞表彰式・閉会　15：15～15：30
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